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1．はじめに  

世界の広域自動車産業各社は、アジアの発展途上  
地域とりわけアセアン圏域に対し、自動車販売台  
数の順調な伸びと当該圏域各国の工業化政策を  

背景に積極的な直接投資を進めている。しかしな  
がら自動車産業は他の多くの産業を利用する総  

合的産業であり、産業構造が桐密でないアセアシ  
各国において単独で質の高い自動車を生産する  

ことは難しい現状にある。そこで実務界では、こ  
のような問題を緩和するために目下、各国が得意  
な部品を製造分担し相互に供給し合うという広  

域部品相互補完体制を整備しつつある〔2］。以上  
の認識を踏まえ、本研究では日系自動車産業のア  
セアン圏域における広域部品相互補完体制の現  

状を調査し、その間題点と今後の課題について考  
察することを目的とする。  

ヱ．日系自動車産業の部品相互補完体制・  
例として代表的日系自動車メーカーであるトヨ  

タ自動車の広域部品相互補完体制を図1に示す  

［1］。またこの図に加え、本田技研工業、三菱自  
動車、日産自動車についての同様のネットワーク  
図を統合し、アセアン工業4カ国に関する4杜の  
総合的部品相互補完ネットワーク図を図2に示す。  

図2．日系4社の統合ネットワーク図  

3．モデル分析  
3．皿．総費用最小化部品相互補完体制  
長田他によるアセアン工業振興4カ国を対象とし  

た部品相互補完数理モデル［3】によると、総費  
用を最小化する部品相互補完体制の概要は図3の  

ネットワーク図で示される。  

フィリピン  マレーシア   

図3．部品相互補完数理モデルによる分析結果  

ただし、分析に用いた多くのデータのうち、対象  
国の原材料コスト比率（この値をコスト競争力係  

数と呼ぶ）を表1に示す。このデータは、対日本  

原材料コスト比率とアセアン4カ国の産業力を表  

す主成分得点から統計分析によって求められた  

ものである［3］。  

表1．コスト競争力係数（G）  
エンジン  トランス  ステア  プレスポデ  電装I   

関連  ミッション  リング  イ一部品  品等   

タイ   l．2868  1．2829  l．3161  l．2983  lユ872   

インドネシア  1．2938  1．3036  1．3314  l．309l  1．2936   

マレーシア  l，3049  1．3071  1．3317  1．312Z．  l．2924   

フィリピン  】．3070  1．30（；9  1．3420  】．3】】4  】．3030   

図1．トヨタ自動車  

対象とする首動車部品は以下の10種類である。  
1：ピストン 2：シリンダー  3：／リレブ   
4：シャフト 5：エンジン電装品 6：エンジン   

7：トランスミッション  8：ステアリング   

9：プレスボディー部品   10：電装品等  

図3によると、タイを除く各国はステアリング、プ  
レスボディー部品h確襲拐馬の生産の一一部を担当するも  

のの、多くの部品をタイから輸入することによって  
効率的補完体制が構成できることがわかる。すな  

－182－   

© 日本オペレーションズ・リサーチ学会. 無断複写・複製・転載を禁ず.



わち、タイー国集中に近い生産・物流休制が有利  

であり、これは4カ国間における南北間題の形成  

を示唆している。  

3．2．健全な相互補完システム実現のための課題  
さて、このような相互補完構造は総費用最小化と  

いう経済的合理性を備えたものであるがゆえに  

必然性を持ったものといえるが、この圏域の工業  
国の健全かつバランスのとれた発展という視点  

で考えると必ずしも適切とはいえない。事実、図  

3を図2（多様な制約条件やニーズを前提に計画  

された日系4社の統合相互補完図）と比較すると、  
大きく異なっている。そこで、図2のような補完  

構造を経済的合理性に基づいて自然に達成する  

にはどのような条件が必要であるかを考察しよ  

う。それには以下のコスト競争力改善案導出モデ  

ルを用いるとよい。  

1）バランス化部品相互補完体制のためのコスト   

競争力改善案導出モデル  

◆目的関数  

G’∫J：鍋島fのJ国におけるコスト競争力係数の改善値（決定変数）  

（J，り：表2のi及びJの組で構成される集合   

α：コスト鏡争力係数の改善比率（決定変数）  

ただし、（1）式中の9は以下に示す総費用最小化部  

品相互補完体制導出モデルにおける目的関数の  

最適解である。   

◆目的関数  

44 4 4 

〟肌eニ∑∑q㌔■（1＋∫仙）＋言∑Z仙（1応仙）㌦   

10 4  4 十∑言芸  

（1）  
（q′ズ‘十Z‘丑）（1＋∫‘丑）Iん   

5ヰ  

ただし、㌔こ芸∑（G‘iズ∫＋Zゆ）（1＋∫∫¢）㌦  
◆制約条件‥（2）～（6）式  

2）モデル分析の結果  

図3と図2の補完構造の違いを纏めたものが表2  
であり、これを実現するには表3の網掛部に示す  
コスト競争力係数の変化が必要であることが明  

らかとなった。この時の目的関数値はZ＝0．0、す  

なわち総費用としては「総費用最小化モデル」の  

解が保存される。また、コスト競争力係数値の必  
要改善率は、網掛部全てについて一律に1．12％  

であった。  

表2．部品と割当国の変化  

1844  

4444 脚‥Z］e一路吼（1＋∫仙）＋妄言Z仙岨）㌦   

十妄言昌（qズ‘＋Z山Xl＋∫此）‰l  

◆制約条件  

l ∑㌦＝β▲（f＝6・…，10何…，4；た＝t…，4）  

4 芸㌦≦C〟（‘ヒ＝0；′蟹1，…・4；た＝L・り4）  

44 ∑り小＝芸竹丑¢＝t・・・・5弼…，4；帰…，4）  
（左辺のク）＝（右辺のJ）  

（1）  

蔽訂－－、、ザ  Rml   1b   

エンジン僕睦 タイ  
（ilし」）  

インドネシア（ノー2）   

〝－1）  

トランスミッション  
（JlT）   

フィリピン（ノー4）   

（J－1）  

ステアリング  タイ  
（f－8）  

マレ‾シア（ノー3）   

（J－1）  

；言草㌍貯．崇・   タイ   タイぐ一l）インドネシア（J＝2）   

（f－10）   （J－1）   マレーシア（J－3） フィリピン（J14）   

表3．コスト競争力係数の変化（G及びG㌔）  ヰ4444 芸り丑三言㌦壬芸り丑ご計丑三言り丑レ＝1，・・り4）p）  
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網掛部：改善後のコスト競争力係数値  

4．結論  

本研究では、日系自動車産業のアセアン圏域にお  

ける広域部品相互補完体制の現状を調査し、その  

間題点と今後の課題の一端を示すことができた。  
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Gぴ≦Gム≦G‘′  

Gニ／G‘′＝d  

使用記号  

旦：的鋸の日本における調達コスト  

ん：部品iのJ国から組立国鳥まで輸入する際の輸送費  

も：餓鋸を組立国たがJ国から輸入する際の関税率  

蟻：部品上を組立国たがJ国から調達する調達量  

仇：引国における需要量  

4：組立国いこおける国産†ヒ率規制値  

G：部品iの個における生産能力  

G：訊鋸のJ国におけるコスト鏡争力係数  

G′：部品Jの日本におけるコスト競争力係数  
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